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食虫類をめ ぐるブラキス トン線に関す る問題

主 に トガ リネ ズ ミ類 を 中心 と して

大 舘 智 志

北海道大学低温科学研究所

は じ め に

食 虫類 や 鶴 歯 類 な どの 小型 獣 は 中 ・大 型 獣 と比 べ,海 峡 を渡 って 分 布 を 広げ る こ とは 困 難 と され

る.こ の た め もあ り小 型 獣 の研 究 が 日本 の 生 物 地 理 学 の 発 展 に果 た した役 割 は 大 きい(徳 田,1941,

1969;太 田 ・小 林,1984).と りわ け 食 虫 目の トガ リネ ズ ミSorex属 は 他 の小 型 獣 と比 べ て も代 謝

率 が 高 く(飢 餓 に 弱 く),長 距 離 の 自泳 は も と よ り人 為 的移 入 や ア イ ス ・ブ リ ッジ を通 じた 渡 海 も

困難 と考 え られ,現 生 種 や 化 石 の記 録 か ら地 域(特 に 島)間 の生 物 地 理 学 的歴 史 を 追 跡 す る のに 都

合 の よい対 象 で あ る.し か し,ト ガ リネ ズ ミ類 の頭 骨 は単 純 化 し互 い に 似 通 った 形 態 を 持 つ こ と こ

とが 多 いた め 近 縁種 問 の タ ク ソ ソの 区別 は 困難 な もの とな り,日 本 産 の トガ リネ ズ ミ類(特 に バ イ

カ ル/シ ン トウ トガ リ ・グル ー プ)の 学 名 名 称 は 混 乱 を きわ め た(論 争 の歴 史 はDokuchaevet

al.,印 刷 中 を参 照).ま して 形 態 情 報 のみ で は 系 統 関 係 は 推 測 す ら難 し く,こ の た め か 東 ア ジ ア産

小型 哺 乳 類 の 生 物 地理 に つ い て精 力 的 に論 じた徳 田御 稔(1941,1969)で さえ意 識 的 に トガ リネ ズ

ミに つ い ての 詳 述 を避 け た よ うな感 が あ る.

一 方
,Dobson(1994)とDobsonandKawamura(1998)は 主 に 化 石 デ ー タに も とづ き 日本 産

哺 乳 類 の歴 史 生物 地理 に 関 して論 じ,ト ガ リネ ズ ミ類 につ い て も多 分 に言 及 した.し か し,彼 等 自

身 も述 べ てい る よ うに トガ リネ ズ ミ類 の 系統 や類 縁 関係 につ いて 不 完 全 な情 報 しか利 用 で きず,ま

た分 類 ・命 名 上 の 問題 が あ る化 石記 録(後 述)を そ の まま利 用 した た め,少 な くと も この分 類 群 に

関す る論 議 に は 明 らか に 間 違 った箇 所 が 見受 け られ る(た とえば バ イ カル/シ ソ トウ ・グル ー プ と

オ オ ア シ トガ リの 関 係 な ど).ま た,Ohdachietal.(1997b)は 日本 周 辺 の 北東 ア ジ ア産 の トガ リ

ネ ズ ミ群集 の成 立 史 につ い て,先 に 明 らか に した 系 統 関 係(Ohdachietal.,1997a)に 基 づ い て論

じた.し か し,こ れ に つ いて も各種 の地 域 個 体 群 間 の系 統 的 ・遺 伝 的 関 係や 化 石記 録 に つ い て の情

報 が十 分 に解 明 され て い なか った た め に,一 部 に誤 った結 論 を 導 い て い る可 能性 が あ る.

本稿 では トガ リネ ズ ミ類 を 中 心 に食 虫類 の ブ ラキ ス トソ線(津 軽 海 峡)を め ぐ る最 新 の生 物 地 理

学 的研 究を 概 観 す る.こ の対 象 を 用 い た研 究 は現 在 進 行 中 の もの が 多 く,筆 者 らの グル ー プに よる

準 備 中 や未 発 表 の もの に つ い て も多分 に言 及す る こ とを ご了 承 願 い た い.な お 本稿 で は,日 本 産 の

動 物 の 和名 と・ミイ カ ル/シ ン トウ トガ リ ・グル ー プ(Ohdachietal.,1997a)以 外 の 学 名 は 日本 哺

乳 類 学 会(1997)に 従 った.バ イ カル/シ ソ トウ トガ リ ・グル ー プの学 名 は,子 安(1998)お よび

Dokuchaevetal.(1999)に 従 い,北 海 道,サ ハ リ ン(樺 太),ユ ー ラ シア大 陸 産 の もの を バ イ カ

ル トガ リSorexcaecutiensLaxmann,1788,本 州 ・四 国 の もの を シ ン トウ トガ リS.shintoThomas,
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食虫類をめぐるブラキストン線に関する問題

主にトガリネズミ類を中心として

大館智志

北海道大学低温科学研究所

はじめに

食虫類や醤歯類などの小型獣は中 ・大型獣と比べ，海峡を渡って分布を広げることは困難とされ

る このためもあり小型獣の研究が日本の生物地理学の発展に果たした役割は大きい(徳田，1941. 

1969 ;太田・小林， 1984) とりわけ食虫自のトガリネズミ Sorex属は他の小型獣と比べても代謝

率が高く(飢餓に弱く )，長距離の自泳はもとより人為的移入やアイス ・ブリッジを通じた渡海も

困難と考えられ，現牛種平化石の記録から地域(特に島)聞の生物地理学的歴史を追跡するのに都

合のよい対象である しかしトガリネズミ 類の頭骨は単純化し互いに似通った形態を持つことこ

とが多いため近縁種間のタクソンの区別]は困難なものとなり， 日木産のトプfリネズミ類(特にバイ

カノレ/シントウトガリ ・グループ)の学名名称は混乱をきわめた(論争の歴史は Dokuchaevet 

al.，印刷中を参照) まして形態情報のみでは系統関係は推測すら難しく，このためか東アジア産

小型鴫乳類の牛物地理について精力的に論じた徳田御稔 (1941. 1969)でさえ意識的にトガリ不ズ

ミについての詳述を避けたような感があるー

一方， Dobson (1994) と Dobsonand Kawamura (1998)は主に化石データにもとづき白本産

晴乳類の歴史生物地理に関して論 じ， トガリ ネズミ 類についても多分に言及した しかし彼等自

身も述べているようにトガリネズ ミ類の系統や類縁関係について不完全な情報しか利用できず，ま

た分類命名上の問題がある化石記録 (後述)をそのまま利用したため，少なくともこの分類群に

関する論議には明らかに問違った箇所が見受けられる (たとえばパイカル/シソ トウ ・グループと

オオアジ トガりの関係など) また， Ohdachi et 0/. (l997b)は日本周辺町北東アジア産のトガリ

ネズミ群集の成立史について，先に明らかにした系統関係 (Ohdachiet 01.， 1997a)に基づいて論

じた しかしこれについても各種の地域個体群間の系統的 ー遺伝的関係ゃ化石記録についての情

報が十分に解明されていなかったために， 一部に誤った結論を尊いている可能性がある

ぶ稿 eはトガリネ〈ミ類を中心に食虫類のブラキλ トン線(津軽海峡)をめぐる経新の生物地理

学的研究を概観する この対象を用レた研究は現在進行中のものが多く ，筆者らのクノレープによる

準備中平未発衰のものについても多分に言及することをご了承願いたい なお本稿では，日本産の

動物の和名とバイヵ ，レ/シン トウトガリ グループ (Ohdachiet 01.， 1997a)以外の学名は日本晴

乳類学会(1997)に従った パイカノレ/γン卜ウトガリ ・グループの学名は，子安(1998)および

Dokuchaev el 01. (1999)に従い，北海道，サハリン(樺太)，ユ ラッア大陵産のものをバイカ

ルトガリ Sor，酎 caecutiensLaxmann. 1788.本州 ・四国のものをシソトウトガリ s.shinto Thomas， 
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1905,お よ びサ ド トガ リを シ ソ トウの亜 種S.shintosadonisと す る.ま た 日本 産 以 外 の種 の和 名

は,今 泉(1988)に 従 った.た だ し,本 文 中 で は 「… トガ リネ ズ ミ」 を 「 … トガ リ」 と

短 縮 して よぶ こ ととす る.

日本周辺の食虫類の分布

まず 日本 国 内 にお け る食 虫 類 の 大 まか な分 布 に つ いて の べ る.津 軽 海 峡 を は さん で,北 海 道 とい

わ ゆ る 「本 土 」(本 州,四 国,九 州 お よび 周 辺 の 島 を さす が,政 治 的 に不 適 切 な 表 現 で あ ろ う)の

間 の大 きな違 い と して モ グラ科 の 存 在 が あ る.津 軽 海 峡 以 南 に は,ヒ メ ヒ ミズ,ヒ ミズ,ミ ズ ラモ

グ ラ,サ ドモ グ ラ,ア ズ マ モ グラ,コ ウ ベ モ グ ラ,セ ソカ クモ グ ラの7種 が分 布 して い るが(学 名

省 略),北 海 道 ・サ ハ リソに は モ グ ラ科動 物 は 存 在 しな い(阿 部,1994;日 本 哺 乳 類 学 会,1997).

しか し北海 道 ・サ ハ リンに は 真 性 の モ グ ラ類 は い な い もの の,ト ガ リネ ズ ミ科 動 物 の な か で ヒ ミズ

型 の半地 下性 の ニ ッチ ェを 占め る オ オ ア シ トガ リSorexunguiculatusDobson,1890が 分布 して い

る(阿 部,1985;大 舘,1995).次 に トガ リネ ズ ミ科 動 物 に 関 して は,Sorex属 に つ い て は 後 に詳

述 す る と して,ま ず 大 まか な と こ ろ を述 べ る と,津 軽 海 峡 以 南 で はSorex属(ト ガ リネ ズ ミ亜 科

Soricidae)は2種 な の に 対 して,北 海 道 で は4種,サ ハ リ ンで は6種(モ ネ ロ ン島 に は これ ら と

ユ ー ラ シア 大 陸

(南 東 シ ベ リア)

バイカル トガ リS.isoclOn

ヒメ トガ リ アカバ トガ リ

チ ビ トガ リ ミズ トガリ
ツン ドラ トガ リ ヒラタ トガ リ

オオア シ トガ リ オオ トガリ

寝鴇魯

バイ カル トガリ

ヒメ トガ リ

チ ビ トガ リ
オオ アシ トガリ
s.isodt)n

アカバ トガ リ
ミズ トガ リ

華書

磁 ζ
嬢

あ

》

シン トウ トガ リ
ァズミ トガ リ

カワネズミ

㊥ 、 シン,ウ,ガリ
カワネズミ

†シントウトガリ

†比定された化石(中 期更新世以降)

図1.北 東 ア ジ ア地 域 に お け る トガ リネ ズ ミ類(ト ガ リネ ズ ミ亜 科)の 分 布 の模 式 図.化 石 に

つ い て は 現 在,N.E.Dokuchaevら が 再 同定/比 定 を 行 って お り,名 称 は 全 て 暫 定 的 な もの で

あ る.分 布 ・化 石 に関 す る情 報 源 は,Ohdachietal.(1997b)を 参 照 の こ と.和 名 は 今 泉(1988)

に 従 っ た.ア カバ トガ リ ネ ズ ミ,S.daρhaenodonThomas,1907;ヒ ラ タ トガ リネ ズ ミ,S.

roboratusHollister,1913(=vir).
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1905，およびサドトア'1!J;をゾントウの亜種 S.shinto sadonisとする また 日本産以外の種の和名

は，今泉(I988)に従った ただし，本文中では「 ・・・ トガリネズ ζ 」を「 ・ . Iガリ」と

短縮してよぶこととする

日本周辺の食虫類の分布

まず日本圏内における食虫類の大まかな分布についてのベる 津軽海峡をはさんで1 北海道とい

わゆる 「本土J(本州，四国，九州および周辺の島をさすが，政治的に不適切な表現であろう 〕の

間の大きな違いとしてそグラ科の存在がある 津軽海峡以南には，ヒメヒミズ，ヒミズ， ミズラモ

グラ p サドモグラ，アズ rそグラ， コウベモグラ，センプ'J;クモグラの 7種が分布しているが(学名

省略)，北海道 ・サハリンにはそグラ科動物は存在しない(阿部，1994;日本晴乳類学会，1997)ー

しかし北海道・サハりソには真性のそグラ類はし、ないものの 1 トガリネズミ科動物のなかでヒミズ

型の半地下性のニ γ チェを占めるオオアシトプfリSorexunguiculatus Dobson， 1890が分布してL、

る(阿部，1985;大舘， 1995) 次にトカリネズミ科動物に関しては，Sorex属については後に詳

述するとして，まず大宜かな ところを述べると，津軽海峡以南では Sorex属 (トガリネズミ亜科

Soricidae)は 2種なのに対して，北海道官は 4種，サハリンでは 6種(そネロン島にはこれらと

ユーランア大陸
{南東ンペリ7)
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図1 北東アシア地域におけるトガり不ズ、頬 (トガリ不ズミ亜科)の分布の模式図 化石に

ついては現在.N. E. Dokuchaevらが再同定/比定を行っており，名称は全て暫定的なもので

ある分布 ・化石に関する情報課は。 Ohdachiet 01. (l997b)を彦照のこと和名は今泉(I988)
に従った アカ バ トガリ不ズミ S.daphaenodon Thomas， 1907;ヒラタトガリ不ズ ミ，s 

roboralUS Hollister， 1913 (二vir)
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は別 の ツ ン ドラ トガ リS.tundrensisMerriam,1900の み が い る)と 北 方 へ 行 くほ ど多 様 に な っ て

行 く(図1;Ohdachietal.,1997b).九 州 に はSorex属 は 現 存 しな い が,再 検 討 を 要 す る も の の

シ ソ トウ トガ リと見 られ る更 新 世 の化 石 が 見つ か って い る(河 村 ・曽塚,1984;中 川 ほ か,1998).

一一方
,南 方 起 源 といわ れ る ジ ネ ズ ミCrocidura属(ジ ネ ズ ミ亜 科Crocidurinae)の 分 布 の 北 限 は

津 軽 海 峡を 超 え て北 海 道 の 中 ・南 部 まで 達 して い る(Nakata,1981).筆 者 を 含 め 多 くの研 究 者 は

今 の と ころ これ を 自然 分 布 と考 え て い るが(た と えば,本 川,1998),一 方 で人 為 的移 入 の 可 能 性

が あ る とす る意 見 もあ り(た とえば,DobsonandKawamura,1998),今 後,日 本 産 ジ ネ ズ ミ類 の

系統 を精 査 す る必 要 が あ る.も し自然 分 布 で あ る こ とが示 され れ ば,Sorex属 との 生態 的 な 種 間 関

係 と も絡 め た 生 物 地 理 学 上 興 味 深 い論 議 が で き よ う.ト ガ リネ ズ ミ科 の分 布 で特 筆 す べ き こ と と し

て,カ ワネ ズ ミChi〃iarogaleplatycephala(Gray,1842)(ト ガ リネ ズ ミ亜 科)が あ げ られ る.カ

ワネ ズ ミは 「本 土 」 の 渓 流 地 域(四 国 に関 して は 再 検 討 の 余地 あ り)に 広 く分 布 して い るが,北 海

道 に は存 在 しな い.と ころ が サ ハ リンに は カ ワネ ズ ミと近 縁(ObaraandTada,1985;Ohdachiet

al.,1997a)の ミズ トガ リNeomysfodiens(Pennant,1771)が 分布 して い る.こ れ ら の2種 は と も

に半 水棲 であ るが,北 海 道 に は この ニ ッチ ェを しめ る種 が 存 在 しな い こ とに な る.

さて 日本 列 島 の 陸 棲 哺 乳 類 は約105種 で あ るが,こ の うち 固 有種 は36%程 度 で あ る(阿 部,1994).

しか し北 海 道 産 の もの に 限 る と陸棲41種 の うち 固有 種 とみ な せ る の は1種 程 度 とされ,固 有 率 は き

わ め て低 い.ト ガ リネ ズ ミ亜 科 動 物 の場 合 は北 海 道(本 島)に は,オ オ ア シ トガ リ,バ イ カ ル トガ

リ,ヒ メ トガ リS.gracillimusThomas,1907,チ ビ トガ リS.minutissimusZimmerman,1780の4

種 が 生 息 して い る(図1;Ohdachieta1.,1997b).こ れ ら4種 は分 類 上 の 「種 」 レベ ル では サ ハ リ

ン ・南 シベ リア産 の トガ リネ ズ ミ群 集 の部 分 集 合 とな って い る.そ して これ らは 津 軽 海 峡 以 南 に は

現 存 しな い.つ ま り分 類 上 の情 報 の み に よれ ぽ,北 海 道 に は 固 有 の トガ リネ ズ ミの 「種 」 は 存 在 せ

ず,北 海 道 の トガ リネ ズ ミ群 集 は 本 州 よ りも大 陸 か らの 影 響 が大 き く独 自の進 化 を遂 げ た も のは い

な い とい う結 論 に な る.

トガ リネズ ミ類の系統学的研究

チ トク ロムb遺 伝 子 の配 列 デ ー タに よ り,「 本 土 」 の シ ソ トウ トガ リ とア ズ ミ トガ リS.hosonoi

Imaizumi,1954は そ れ ぞ れ 北 海 道 か ら大 陸 に分 布 す る バ イ カ ル トガ リとチ ビ トガ リ と単 系 統 群 を

作 る こ とが示 され,北 海 道 と本 州 の トガ リネ ズ ミ群 集 の要 素 間 に は 系統 的 なつ なが りが あ る こ とが

分 か った(Ohdachietal.,1997a).さ らに,大 舘(1999)は オ オ ア シ トガ リ,ヒ メ トガ リ,バ イ

カル/シ ン トウ トガ リ ・グ ル ー プの 種 内 系統 を,北 東 ア ジ ア地 域 を 中心 に ミ トコ ソ ドリアの チ トク

ロム わ 遺 伝 子 の 塩 基 配 列 デ ー タ を 用 い て 調 べ た(チ ビ/ア ズ ミ トガ リ ・グル ー プ も含め た結 果 の

正 式 な論 文 は投 稿 中).オ オ ア シ トガ リで は,北 海 道 ・サ ハ リ ソ ・沿 海 州 か らの 個 体 の系 統 は地 域

に よる ま とま りは 見 られ ず,完 全 な 「入れ 違 い 」 状 態 を 示 した.つ ま り少 な く と もチ トク ロム わ

遺 伝 子 に 関 しては,各 地 域 個 体 群 が 分 離 後 まだ十 分 な遺 伝 的 分化 が進 ん で いな い こ とに な る.ヒ メ

トガ リに.ついて は 北 海 道 ・サ ハ リン ・東 シベ リア とい った 大 まか な地 域 区分 で は あ る程 度 の地 域 的

な ま と ま りが 認 め られ,北 海 道 ・サ ハ リソへ の移 入 は オ オ ア シ トガ リよ りも古 い と考 え られ た.そ

して バ イ カル トガ リと シ ン トウ トガ リは 単 系統 群 をつ くるが,か な り遺 伝 的 に遠 い こ とが 示 され た.

この よ うに バ イ カ ル/シ ン トウ ・グ ル ー プの 系統 情 報 か らは 津軽 海 峡 は長 い期 間 存 続 して い た可 能

性 が 示 唆 され,少 な く と も最 終 氷 期 に も北海 道 と本 州 は 分 離 して いた と推 論 で き る(よ り詳 しい根

拠 に つ い て は近 い 将 来 筆 者 が 論 述 す る予定 で あ る).パ イ カル トガ リ種 内 では,北 海 道 産 の もの(い
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は別の Yンドラトガリ S.tundrensis Merri四， 1900のみがL、る)と北方へ行〈ほ ど多様にな って

行く(図 1; Ohdachi et al.， 1997b) 九州には Sorex属は現存しないが1 再検討を要「るものの

シントウト ガリと見られる更新世の化石が見つかっている(河村 ・曽塚， 1984;中川ほか， 1998) 

一方，南方起源といわれるジネズミ Crocidura属 (ジネズミ亜科 Crocidurinae)の分布の北限は

津軽海峡を超えて北海道の中 南部まで達している (Nakata，198!) 筆者を含め多くの研究者は

今のところこれを自然、分布と考えているが(たとえば，本川1. 1998)，一方で人為的移入の可能性

があるとする意見もあり(たとえばI Dobson and Kawamura， 1998)，今後，日本産ジネズ ミ類の

系統を精査する必要がある もし自然分布であることが示されれば，Sore.x属との生態的な種間関

係とも絡めた生物地理学上興味深い論議ができょう トガリネズミ科の分布で特筆すべきこととし

て，カワネズ Chimarogaleplalyc申 ilala(Gray， 1842) (トガリネズミ亜科)があげられる カ

ワネズミは「本土」 の渓流地域(四国に関しては再検討の余地あり)に広〈分布してレるが，北海

道には存在しない ところがサハリ ンにはカ ソネズミと近縁 (Obaraand Tada， 1985; Ohdachi et 

al.， 1997a)のミズトガリ Neomys!odiens (Pennant， 177!)が分布している これらの 2種はとも

に半水援であるが，北海道にはこのニッチヱをしめる種が存在しなレことになる

さて 日本列島の陸棲哨乳類は約105種であるが， このうち固有種は36%程度である(阿部， 1994) 

しかし北海道産のものに限る と陸綾41種のうち闘有径とみなせるのは l種程度とされ，闘有率はき

わめて低い トガリネズミ亜科動物。場合は北海道(本島)には，オオアシトガリ，パイカルトカ

リ，ヒメ トプfリS.graciJ/imus Thomas， 1907.チピトガリ S.minutissimus Zimmerman， 1780の 4

種が生息している (図 1; Ohdachi et al.， 1997b) これら 4種は分類上の|種」レベルてサtサハリ

ンー南γベ リア産のトガリ不ズ E群集の部分集合となっている そしてこれらは津軽海峡以南には

現存しない。 つまり分類上の情報のみによれば，北海道には岡有のトガリ不ズ ミの「種」は存在せ

ず，北海道の トガリネズ ミ群集は本州よりも大陸からの影響が大きく独自の進化を遂げたものはい

ないとL、う結論になる.

トガリネズ ミ類の系統学的研究

チ|グロム b遺伝子の配列デー タにより， I本土」のγ ソトウトガリとアズミトガリ S.h出 on01

lmaizumi， 1954はそれぞれ北梅道から大陸に分布ずるパイカル トガ リとチピトガリ と単系統群を

作ることが示され，北海道と本州のトガリネズミ群集の要素間には系統的なつながりがあることが

分かった (Ohdachiet al.， 1997a).さらに，大舘(j999)はオオアシト ガリ 1 ヒメ!プfリ " イ

カル/ ンン トウトガリ ・グルー プの稲内系統を 北東ア ジア地戚を中心に ミ卜コンドリアのチトク

ロム b遺伝子の塩基配列デ タを用いて調べた (チピ/アズミ トガリ ・グループも含めた結果の

正式な論文は投稿中) オオアγ トガリでは，北海道 ・サハリソ ・沿海州からの個体の系統は地減

によるまとまりは見られず，完全な「入れ違し、」状態を示した つまり少なくともチトクロム b

遺伝子に関しては，各地域個体群が分離後まだ十分な遺伝的分化が進んでいないことになる ヒメ

トガリについては北海道 ・サハリ ン・東 j ベ リアといった大まかな地域区分ではある程度内地域的

なまとまりが認められ，北海道 ・サハリ γへの移入はオオアγ トガリよりも古いと考えられた そ

してパイカル トガリと γ ントウトガリは単系統計をつくるが，かなり遺伝的に遠いことが示された

このようにパイカル/γントウ ーグループの系統情報からは津軽海峡は長い期間存続していた可能

性が示唆され，少なくとも最終本期にも北海道と本州は分離していたと推論できる(より詳しい根

拠については近い将来筆者が論述「る予定である) バイカルトガリ 種内では，北海道産のもの (，、
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わ ゆ るエ ゾ トガ リ)は サ ハ リソ ・ユ ー ラ シア大 陸 の もの とは か な りの遺 伝 的 な(系 統 的 な)距 離 が

あ る こ とがわ か った.こ れ は 「種 」 レベ ル の違 い に も相 当 す る程 度 で あ った.ま た,今 泉(1960)

に よる シ ン トウ トガ リの亜 種 と して の エ ゾ トガ リ(S.shintosaevusThomas,1907)お よびAbe

(1967)に よ るバ イ カ ル トガ リの亜 種 と して の エ ゾ トガ リ(S.caecutienssaevus)は と もに北 海 道

とサハ リンに分 布 す る こ と と な って い るが,筆 者 らの 分 子 系 統 に 従 え ば(Ohdachieta1.,1997a;

大 舘,1999),エ ゾ トガ リ(S.caecutiensssp.)は 北 海 道 のみ に分 布 す る こ とに な る(亜 種 名saevus

は サハ リン産 の標 本 に基 づ い て い るの で,エ ゾ トガ リに対 して は 新 しい亜 種 名 を 与 え る必 要 が あ る

が,和 名 に 関 して は語 源 上,北 海 道 産 の もの に限 って使 用 し続 け るの が 妥 当 と思 う.ま た 南 千 島産

の もの に 関 しては 今 後 の 検 討 を 要 す る).一 方,サ ハ リ ンか らユ ー ラ シ ア産 の も の は大 陸 の東 端 か

ら西 端 の もの まで あ ま り遺 伝 的 な違 い が な い こ とが わ か った.こ の こ とか ら北 海 道 産 の バ イ カル ト

ガ リは 同種 内 の ほか の地 域 産 の もの とは,か な り異 な った 歴 史 を 経 て きた と考 え られ た.つ ま り北

海 道 とサ ハ リンを分 離 す る宗 谷海 峡(八 田線)の 形 成 時 期 や 当 時 の こ の付 近 の トガ リネ ズ ミ類 に と

っての環 境 条 件 に つ い て も考 え 直 す必 要 が あ る.さ らには,サ ハ リ ソのバ イ カル トガ リは チ トク ロ

ム わ の 配 列 こ そ大 陸 の バ イ カル トガ リとの 間 に違 い は 認 め られ な い もの の,尾 が シ ン トウ トガ リ

や エ ゾ トガ リと 同様 に 長 い な ど外 部 形 態 的 に 大 陸 の もの と は 異 な っ て お り(今 泉,1960;Abe,

1967;Dolgov,1985),サ ハ リ ンの バ イ カ ル トガ リ(亜 種 を 認 め る と す れ ぽ,こ れ に 対 しS.

caecutienssaevusが 使 用 で き る)も 独特 の進 化 過 程 を経 て お り間 宮 海 峡 の 生 物 地 理 上 の意 義 も再 考

せね ば な る まい.以 上 の 件 に 関 して も筆 者 が将 来 詳 し く論 述 す る予 定 で あ る.

日本 産Sorex属 も 含 め た 分 子 系 統 的 研 究 と して,George(1988)の 酵 素 多 型 を 用 い た もの と

Fumagallieta1.(1999)の チ トク ロムb遺 伝 子 配 列 に 基 づ くも の が あ るが,ブ ラキ ス トン線 と系

統 の関 係 を論 ず る よ うな 資 料 を 提 供 して い な い の で,こ こで は ふ れ な い.ブ ラキ ス トソ線 を は さん

だ 日本 産 トガ リネ ズ ミ類 の分 子 デ ー タ以 外 の 遺 伝 的 情 報 と して は,TadaandObara(1988)が 行

った オオ ア シ トガ リ,エ ゾ トガ リ(バ イ カル トガ リ),シ ン トウ トガ リ(ホ ン シ ュ ウ トガ リ),ヒ メ

トガ リの 染 色 体 のG一 バ ン ド ・パ タ ー ソに基 づ く核 型 分 析 が あ る.こ れ に よ る と エ ゾ トガ リと シ ン

トウ トガ リの あ い だ に は 第5染 色 体 に挟 動 原 体 逆 位 が 認 め られ た が,そ の 他 の パ ター ンは両 者 で ほ

ぼ一 致 した.さ らに彼 らは す で に報 告 され て いた 大 陸 産 の パ イ カル トガ リの 染 色 体型 が シ ン トウ ト

ガ リ(Fredga,1968)と 類 似 して い る こ とか ら,ま ず 大 陸 産 のバ イ カ ル トガ リが 朝 鮮 半 島経 由で 本

州 に入 り,そ こで シ ン トウ トガ リに 分化 し さ らに北 海 道 で エ ゾ トガ リに な った,と 考 えた(小 原,

1988も 参 照).し か し この説 は エ ゾ トガ リを バ イ カル トガ リの 地 域 個 体 群(あ るい は亜 種)と した

Ohdachietal.(1997a)の ミ トコ ン ドリア遺伝 子 の結 果 と矛 盾 して い る(子 安(1998)の 論議 も参

照).こ の 点 に つ い て 解 決 す るに は,今 後,ユ ー ラ シ ア,北 海 道,サ ハ リソの バ イ カル/シ ソ トウ

トガ リ ・グル ー プの染 色 体 に つ い て 種 内変 異 な どを含 め た 再 分 析 を 行 わ ね ぽ な る ま い.

さ らにTadaandObara(1988)と 小 原(1988)は,染 色 体 の類 似 か らオ オ ア シ トガ リは バ イ カ

ル トガ リの祖 先 型 か ら分 化 した と した.一 方,分 子 系 統 か らは オ オ ア シ トガ リは,サ ハ リンか ら大

陸 に広 く分 布 し形 態 も前 者 と似 て い るS.isodonTurov,1924と 最 も近 縁 で あ る こ とが 示 され た

(Ohdadahietal.1997a;Fumagallietal.,1999).さ らに は これ ら2種 は 北 東 ア ジ アに レ リッ ク的

に 分布 す る オ オ トガ リネ ズ ミS.mirabilisOgnev,1937と 近 縁 で あ る 可 能 性 も示 唆 さ れ て い る

(Ohdachietal.1997a).つ ま りオ オ ア シ トガ リはバ イ カ ル/シ ン トウ ・グル ー プ の祖 先 種 か ら直

接 に分化 した の で は な く,そ れ に 先 立 ち 少 な く とも オオ ア シ トガ リとs.isodonの 共 通 祖先 種(オ

オ トガ リも含 まれ る可 能 性 が あ る)と バ イ カル/シ ン トウ ・グル ー プの祖 先 種 が 分 化 した と考 え な

くては な らな い.Dobson(1994)とDobsonandKawamura(1998)はDannelid(1991)の 系 統
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わゆるエゾトガリ)はサハリゾ ・ユーラ γ7大陸のものとはかなりの遺伝的な(系統的な)距離が

あることがわかった これは 「種」 レベルの違いにも相当する程度であった また，今泉(1960)

によるシン卜ウトガリの亜種としてのエゾ トガリ (8.shinlO saevus Thomas， 1907)および Abc

(1967)によるバイカルトガリの亜種としてのエゾトガリ (8.caecutiens 抑制us)はともに北海道

とサハリンに分布することとなっているが，筆者らの分子系統に従えば (Ohdachiet 01.， 1997a; 

大舘， 1999)，エゾトガリ (S.caeculiens ssp.)は北海道のみに分布することになる(車種名 saellus

はサハリン産の標本に基づいているので，エ ゾトガリに対しては新しい亜種名を与える必要がある

が，和名に関しては語源上，北海道産のものに限って使用し続けるのが妥当と思う また南千島産

のものに関 しては今後の検討を要する) 一方。サハリンからユ ヲγ7産のものは大陸の東端か

ら西端のものまであまり遺伝的な違いがないことがわかったーこのととから北海道産のパイカルト

ガリは同種内のほかの地域産のものとは，かなり異なった歴史を経てきたと考えられた.つまり北

海道とサハリンを分離する宗谷海峡(八回線)の形成時期や当時のとの付近のトガリネズミ類にと

っての環境条件についても考え直す必要がある さらには，サハリ γのパイカルトガリはチトグロ

ム bの配列乙そ大陸のバイカルトガリとの聞に違いは認められないものの，尾が γントウトノ'{~ 

やエゾトガリと同様に長いなど外部形態的に大陸のものとは異なっており(今泉， 1960; Abe， 

1967; Dolgov， 1985)，サハリンのパイカノレトガリ(亜種を認めるとすれば，これに対1.-S. 

caecutiens saevusが使用できる)も独特の進化過程を経ており間宮海峡の生物地理上の意義も再考

せねばなるまい 以上の件に関しても筆者が将来詳しく論述する干定である

日本産 Sorex属も含めた分子系統的研究と して， George (1988)の酵素多型を用いたものと

Fumagalli et 01. (1999)のチ トクロム b遺伝子配列に基づく ものがあるが，プラキλ トン線と系

統の関係を論ずるような資料を提供 していないので，ここではふれない.プラキス トγ線をはさん

だ日本産トガリネズミ類の分子データ 以外の遺伝的情報としては， Tada and Obara (1988)が行

ったオオア γ 卜ガリ，エソトガリ (パイカノレトガリ)，νントウトガリ(ホンシ込ウトガリ)， ヒメ

トガリの染色体の Gーパンド ・パターンに基づく核型分析がある一これによると ;s:;.，/トガ リと γ ン

トウトガリのあいだには第 5染色体に挟動原体逆位が認められたが，その他のパタ ーンは両者でほ

ぼ一致した さらに彼らはすでに報告されていた大陸産のパイカルトガリの染色体型が Y ントウト

ガリ (Fredga，1968) と類似していることから，まず大陸産のパイカノレトガリが朝鮮半島経由で本

州に入り，そこで γ ントウトガリに分化しさらに北海道でェ fトガリになった，と考えた(小原，

1988も参照) しかしこの説はエゾトガリをバイカルトガりの地域個体群 (あるいは亜種)とした

Ohdachi et 01. (1997a)のミ卜コンドリア遺伝子の結果と矛盾している(子安(1998)の論議も参

照) この点について解決するには，今後，ユーラγア， 北海道，サハリンのバイカル/ シントウ

トガリ グループの染色体について種内変異などを含めた再分析を行わねばなるまい

さらに Tadaand Obara (1988) と小原(1988)は，染色体の類似からオオア γiガリはパイカ

ルトカリの祖先型から分化したとした 一方，分子系統からはオオアシトガ山1:，サノサンから大

陸に広く分布し形態も前者と似ている S.isodon Turov I 1924と最も近縁であることが示された

(Ohdadahi et 01. 1997a; Fumagalii et 01.， 1999) さらにはこれら 2種は北東アジアにレリック的

に分布するオオトガリネズミ S.mirabilis Ognev， 1937と近縁である可能性 も示唆されている

(Ohdachi et 01. 1997a) つまりオオアシトガりはバイカル/γゾトウ グループの祖先種から直

接に分化 したのではなしそれに先立ち少なくともオオア γ トガリと S.isodonの共通祖先種(オ

オトカリも含まれる可能性がある)とパイカル/ シントウ ・グル プの但先種が分化したと考えな

くてはならない Do bson (1994) と Dobsonand Kawamura (998)は Dannelid(1991)の系統
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仮 説(小 原(1988)の 説 も参 照)に 基 づ い て 日本 列 島 で の トガ リネ ズ ミ類 の進 化過 程 を論 じた.例

え ば,大 陸 でバ イ カ ル トガ リか らオ オ ア シ トガ リが 分 化 して津 軽 海 峡 形 成 後 に北 海道 まで 南下 して

きた との仮 説 を提 出 して い る が,こ れ も含 め て彼 ら の説 は不 十 分 な系 統 情 報 に基 づ い て い るの で 大

幅 に 訂 正 す る必 要 が あ ろ う(DobsonandKawamura(1998)で は,Ohdachieta1.(1997a)の 分

子 系 統 を引 用 は した が なぜ か利 用 しな か った).

トガ リネズミ類の化石

化 石 の記 録 は完 全 な シ リーズ と して得 られ る こ とは な い の で これ に過 度 に依存 す る こ とは で きな

い が,い った ん 明 確 な 化 石 が 出土 す れ ば歴 史 生物 地 理 上 の 推 定 に絶 対 的 な証 拠 と な る.Sorex属 の

化 石 記 録 につ い て は,本 州,四 国,九 州 か らは 中期 更 新 世 中 期 以 降 よ り報 告 が あ るが,今 の と ころ

北 海 道 か らは 産 出 して な い ので(河 村 ・曽塚,1984;亀 井 ほか,1988;河 村 ほ か,1989;Tomida

andSakura,1991),ブ ラキ ス トン線 を ま た く一 方 の 側 か ら しか 論 議 で きな い.こ の うち 「本 土 」

産 の うち 同定 あ る い は比 定 で きた もの の ほ とん どは シ ン トウ トガ リ(S.shinto)と され て い る.一

方,現 生 の シ ソ トウ トガ リとパ イ カル トガ リの関 係 につ いて 形 態 に よる分 類 ・命 名 上 の解 釈 に論 議

が あ った が(今 泉,1960;Abe,1967;阿 部,1996),今 ま で 日本 産 のSorex属 の大 型 の 化 石 は 自

動 的 にS.shintoに 同定 あ る い は比 定 され て い た.最 近,Ohdachietal.(1997a)が 分 子 系 統 を 発

表 した こ とに よ り,本 州 ・四 国 ・佐 渡 島産 の シ ン トウ/バ イ カル ・グル ー プの トガ リネ ズ ミを シ ン

トウ トガ リ(S.shinto)に,北 海 道 ・サ ハ リン ・大 陸 の もの を バ イ カ ル トガ リ(S.caecutiens)と

す る こ とで解 決 した とみ な せ る の で(子 安,1998),分 類 上 これ らの 化 石 を 見 直 す必 要 が あ る.こ

の 他 に 化石Sorexと して は本 州 の 山 口県 か らチ ビ トガ リと思 わ れ る化 石 が 産 出 して い る(長 谷 川,

1966).ま た精 査 を 要 す る が,国 立 科 学 博 物 館 の 甲能 直 樹 は 青 森 県 よ りヒ メ トガ リと思わ れ る 化 石

を 発 見 して い る(甲 能,私 信).一 一方,Dokuchaevetal.,(1999)は,頭 骨形 態 に よっ て シ ソ トウ

shintoと バ イ カルcaecutiensの 完 全 な判 別 が 行 え る こ とを示 した.さ らにDokuchaevら の グル ー

プ(筆 者 も含 む)は 現 生 の シ ン トウ/バ イ カ ル ・グル ー プの 判 別 基 準 の適 用 も含 め て 日本 産 の 化 石

Sorexの 再 検 討 を行 って お り,近 い将 来 興 味 深 い結 果 が得 られ る もの と思 わ れ る.こ の ほ か に 日本

産 の トガ リネ ズ ミ類 の 化 石 と して は,ジ ネ ズ ミ亜 科 で はCrociduraが,ト ガ リネ ズ ミ亜 科 で は カ

ワネ ズ ミと現 在 日本 で は絶 滅 したAnourosorexとShika〃zainosorexhNh中 期 更 新 世 以 降 の 「本 土 」

よ り産 出 して い る(亀 井 ほ か,1988;河 村 ほか,1989;TomidaandSakura,1991).し か し 日本

産 の トガ リネ ズ ミ類 の群 集 成 立 史 仮説 を古 生 物 学 的 証拠 に よ り補 強 す るに は,北 海 道 や 周辺 の北 東

ア ジア地 域 の化 石 の情 報 が ほ とん ど欠如 して い るの で,今 後 これ らの地 域 での調 査 が 強 く望 まれ る.

最 後 に

バ イ カル/シ ン トウ トガ リ ・グル ー プの例 の よ うに,現 在 の分 布 や 化 石 の記 録 そ して 「分 類 名 」

だ け に依 拠 して生 物 地 理 学 的 な 歴 史 を論 ず るの は 危 険 な こ とで あ り,対 象 と して い る動 物 の系 統 関

係 や遺 伝 的 な構 造 の 知 見 が 不 可 欠 で あ る とい え る(当 特 集 の他 の3人 の 解説 も参 照).し か し理 論

的 ・哲 学 的背 景 の な い系 統 デ ー タの都 合 の 良 い解 釈 は単 な る 「お話 し」 の域 を 出 る もの では な い.

系統 と生物 地 理 学 の 関 係 に つ い て はWiley(1981),三 中(1985;1993a,b),MorroneandCrisci

(1995),WalkerandAvise(1998)な どに 一般 的 な解 説 が あ る の で詳 し くは そ ち らを 参 照 され た

い(さ らに 一一般 的 な 過 去 推 定 に つ い て の 哲 学 的 論 議 は,Sober(1988)を 参 照 の こ と).そ れ は さ
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仮説(小原(1988)の説も参照)に基づし、て日本列島でのトガリ不ズミ類の進化過程を論じた 例

えば，大陸でパイカルトガりかbオオアジトガリが分化して津軽海峡形成後に北海道まで南下して

きたとの仮説を提出してレるが，これも含めて彼らの説は不十分な系統情報に基づいているので大

幅に訂正する必要があろう (Dobsonand Kawamura (I998)では，Ohdachi et 01. (1997a)の分

子系統を引用はしたがなぜか利用しなかった)

トガリネズ ミ類の化石

化石の記録は完全なγ リーズとして得られることはないのでこれに過度に依存することはできな

いが，いったん明確な化石が出土すれば歴史生物地理上の推定に絶対的な証拠となる Sorex属の

化石記録については，本州，四国，九州からは中期更新世中期以降より報告があるが，今のと ころ

北海道からは産出してないので(河村 ・曽塚， 1984;亀井ほか， 1988;河村ほか， 1989; Tomida 

阻 dSakura， 1991)，プラキストン線をまたぐ一方の側からしか論議できない このうち「本土」

産のうち同定あるいは比定できたもののほとんどはシ γ トウトガリ (S.shinto)とされている 一

方，現生の γγ トウトガリとパイカノレトガリの関係について形態による分類 ・命名 tの解釈に論議

があったが(今泉， 1960; Abe， 1967;阿部， 1996)，今まで日本産の So，.，四属の大型の化石は自

動的に S.shintoに同定あるいは比定されていた.最近， Ohdachi et 01. (l997a)が分子系統を発

表したことにより，本州 ・四国・佐渡島産のシントウ/バイカノレ・グループのトガ Uネズミをシン

トウトガリ (S.shinto)に，北海道 ーサハリン 大i控のものをパイカノレトガリ (s.caecutiens)と

「ることで解決したとみなせるので(子安， 1998)，分類上 これらの化石を見直す必要がある こ

の他に化石 Sorexとし ては本州の山口県からチピトガリと思われる化石が産出している(長谷川 9

1966) また精査を要するが，国立科学博物館の甲能直樹は青森県よりヒメトガリと思われる化b

を発見してレる(甲能，私信) 一方， Dokuchaev et 01.， (1999)は?頭骨形態によ ってシソトウ

shintoとバイカ ル caecuttensの完全な判別が行えることを示した さらに Dokuchaevらのグノレ

プ (筆者も含む)は現生の γ ントウ/パイカル ・グル プの判別基準の適用も含めて日本産の化石

Sorexの再検討を行っており，近い将来興味深い結果が得られるものと盟、われる このほかに日本

産のトプfリネズミ類の化石としては，ジネズミ亜科では Crociduroが， トガリネズ ζ 亜科ではカ

ワネズミと現在日本では絶滅した Anourosorexと Shikamainosorexが中期更新世以降の「本土」

より産出している (亀井ほか， 1988;河村ほか，1989; Tomida and Sakura， 1991) しかし日本

産の トガリ不ズミ 類の群集成立史仮説を古生物学的証拠により補強するには 北海道や周辺の北東

アジア地域の化石の情報がほとんど欠如vu、るので，今後これらの地域 での調査が強く望まれる

最後に

パイ カル/γン トウトガリ ・fIlレープの例のよう に，現在の分布や化石の記録，そして「分類名」

だけに依拠して生物地理:学的な歴史を論ずるのは危険なことであり，対象としている動物の系統関

係や遺伝的な構造の知見が不可欠であるといえる(当特集の他の 3人の解説も参照) しかし理論

的 ・哲学的背景のない系統データの都合の良い解釈は単なる「お話し」の域を出るものではないー

系統と生物地理学の関係につL、ては Wi1ey(l98!) ，三中(1985;1993a， b)， Morrone and Crisci 

(1995) ， Wa1ker and Avise (1998) などに一般的な解説があるので詐 Lくはそちらを参照された

い(さらに一般的な過去推定につし、ての哲学的論議は， Sober (1988)を参照のこと) それはさ
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てお き,こ の よ うな 系統 関 係 の重 要 性 はか な り以 前 よ り指 摘 され て い るが(た とえぽ,徳 田,1941),

系 統 関 係 を 推 定 す る とい う作 業 は 職 人 的 才能 を要 した こ とか ら客 観 的 か つ 簡 単 に 結 果 を得 られ ず,

生 物 地 理 に 適 用 で き る よ うな系 統 情 報 は な か な か 得 られ な か った.し か し,PCR(ポ リメ ラ ー ゼ

連 鎖反 応)法 や 塩 基 配 列 自動 解 析 装 置 の 出 現 な どの技 術 的 発 展 お よび 系 統 推 定 法 の理 論 的発 展 と コ

ン ピュ ー タ ー ・プ ロ グラ ムの 普 及 な ど(Nei,1987;長 谷 川 ・岸 野,1996;三 中,1997)に み られ る

よ うに,こ こ10年 来 の分 子 系 統 学 の 劇 的 な 展 開 に よ って,よ り客 観 的 に そ して 手軽 に 系統 関係 を推

定 す る こ とが 可 能 に な った.日 本 産 小 型 哺 乳類 の な か で は トガ リネ ズ ミ類 の 他 に津 軽 海 峡 を 隔 てた

個 体 群 間 あ る いは 近 縁 種 間 の系 統 ・遺 伝 的 関 係 を 比較 した もの と して,ヤ チ ネ ズ ミ類(岩 佐,1998)

や リス類(当 特 集 の押 田龍 夫 の章)の 例 が あ る.こ の ほ か に は 津 軽 海 峡 の 意 義 を研 究 す る重 要 な対

象 と して は,日 本 固有 種 の ア カネ ズ ミApodemussρeciosus(Temminck,1844)や ヒ メネ ズ ミA.

argenteus(Temminck,1844)を 含 ん で い るApodemus属 の ネ ズ ミ類 が い る が(近 藤,1982),こ

れ らの 生 物 地 理 に絡 め た分 子 系 統 学 的 研 究 は 現 在,北 海 道 大 学 の 鈴 木 仁 らの グル ー プに よ って 明

らか に され つ つ あ る.し か し津 軽 海 峡(プ ラキ ス トソ線)の 持 つ 生 物 地 理 学 上 の意 義 を本 格 的 に研

究す るに は ま だ系 統 的 ・遺 伝 的情 報 が 不 足 して お り,今 後 さ らに 小 型 獣 を 中 心 と して大 陸 ・サ ハ リ

ン も含 め た 地 域 個 体 群 間 の系 統 関係 や 遺 伝 的 関 係 を総 合 的 に 明 らか に せ ね ば な る まい.現 在 は 徳 田

御 稔 が 日本 の哺 乳 類 相 の起 源 を論 じた 時 代(徳 田,1941,1969)よ りも利 用 で き る情 報 一 特 に 系 統

情 報一 は 質 ・量 と もに格 段 に ま さ っ て い る.そ れ を どの よ うに使 うか は我 々の重 要 な 課 題 で あ ろ う.
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ておき 1 このような系統関係の重要性はかなり以前より指摘されているが(たとえばι 徳田，1941)， 

系統関係を推定するとL、う作業は職人的才能を要したことから客観的かつ簡単に結果を得られj"'，

生物地理に適用できるような系統情報はなかなか得られなかった しかし， PCR (ポリメラ ゼ

連鎖反応)法や塩基配列自動解析装置の出現などの技術的発展および系統推定法の理論的発展とコ

ンビュ ーター プログラムの普及など (Nei，1987;長谷川 ー岸野，1996;三中， 1997)にみられる

ように，ここ 10年来の分子系統学の劇的な展開によ って。より客観的にそして手軽に系統関係を推

定する ことが可能になった 日本産小型晴乳頬のなかではトガリ午、ズミ類の他に津軽海峡を隔てた

個体群問あるいは近縁種間の系統 ・遺伝的関係を比較したものとして ヤチネズミ類 (岩佐， 1998) 

やリス額 (当特集の押田龍夫の章)の例がある このほかには津軽海峡の意義を研究する重要な対

象としては，日本固有種のアカネズミ Apodemusspeciosus (Tcmminck， 1844)やヒメネズミ A

argenteus (Temminck， 1844)を含んでいる Apodemus属のネズミ類カ礼、るが (近藤， 1982)，こ

れらの生物地理に絡めた分子系統学的研究は現在，北海道大学的鈴木 仁らのグノレー プによ って明

らかにされつつある しかし津軽海峡 (プラキス卜 ソ線)の持つ生物地理学上の意義を本格的に研

究するにはまだ系統的・遺伝的情報が不足しており，今後さらに小型獣を中心として大陸 ・サハリ

ンも含めた地境個体群聞の系統関係や遺伝的関係を総合的に明らかにせねばなるまい 現在は徳田

御聡が日本の晴乳類相の起源を論じた時代 (徳田， 1941. 1969) よりも利用できる情報ー特に系統

情報 は質 ・量ともに格段にまさ っ てし、るそれをどのように使うかは我々の重要な課題 Cあろう
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